
論文へのアクセスを増やす、SEO（検索エンジン最適化）の基礎知識 

自分の論文が読者の目に留まる機会を増やすことは、研究のイン

パクトを高めるうえで非常に重要です。 

Wileyのジャーナルを収載する電子プラットフォームWiley Online 

Libraryは、世界で最も多くのアクセスを集める科学系ウェブサイト

のひとつですが、GoogleやGoogle Scholarなど検索エンジン経由

のアクセスが全体の58%を占めています。そのためWileyは、

Wiley Online Libraryの収載論文がGoogleなどで確実に上位に 

ヒットするよう、SEO（検索エンジン最適化）戦略を積極的に実行 

しています。 

一方、論文の著者の側でも、SEOに配慮したちょっとした工夫に

よって、自分の論文へのアクセスを増やし、論文が長期にわたっ

て読まれ、また引用される可能性を高められることをご存知で 

しょうか。そのためのポイントを以下にご紹介します。 

Wiley Online Libraryへの訪問者の内訳 

検索エンジンから 

外部サイトのリンクから 

直接訪問 

1. SEOに配慮した表題を付ける 
 

2. Abstract（抄録）にキーワードをうまく配置する 

 

 

 

 
 

3. キーワードは少なくとも5つ設定する 
 
 
 

4. 著者名の表記に一貫性を持たせる 
 
 

5. 見出しを活用する 
 
 

6. 自分や共著者の過去の論文を引用する 
 

a. 論文に関するキーワードおよびキーフレーズを適切に選びましょう。その論文を検索する場合に他の
研究者が使いそうな単語を、2～4個ほど考えてみて下さい。 

b. 人気のある検索ワードは、Google TrendsやGoogle Adwords キーワードツールで単語を検索してみると
分かります。 

c. Abstract の中で、キーワードやキーフレーズを3・4回繰り返しましょう。ただし、不自然な言い回しになら
ないよう、文脈に沿った形で使って下さい。 

d. キーワードの過度な反復は、検索エンジンからの除外を招く危険があるので十分注意しましょう。 

自分の論文を検索上位にヒットさせるSEOのコツ 
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論文の表題は、内容を具体的に表現し、またその主題に関するキーワードを含むことが必須です。 
キーワードは、表題の冒頭65文字以内に配置しましょう。 

キーワード欄には、abstract中で繰り返したのと同じキーワードやフレーズを入れましょう。それら以外にも 
妥当なキーワードや、キーワードの同義語・類義語があれば追加しましょう。キーワードはSEOのためだけ
でなく、抄録・索引データベースでのタグ付けに使われるという意味でも重要です。 

著者名は、イニシャルを含めて同じ表記を論文中で一貫して使い、また過去の論文で使った表記と同じ 
ものを使うようにしましょう。 

論文中の各セクションに見出しを付けると、論文の構成と内容についての手がかりを検索エンジンに与える
ことができます。見出しには、キーワードやキーフレーズを適切な範囲で盛り込むようにしましょう。 

適切な範囲で自分や共著者の過去の論文を引用すると、過去論文の被引用回数が新しい論文のページ 
ランクに反映し、検索順位のアップにつながる可能性があります。 

http://authorservices.wiley.com/
http://www.google.com/trends/
https://adwords.google.com/o/Targeting/Explorer?__c=1000000000&__u=1000000000&ideaRequestType=KEYWORD_IDEAS


表題に主要なキーワードが含まれている 

検索ワードに使われやすいキーワードが設定されている 

Abstract全体

を通して、キー

ワードが文脈に

沿って自然に、

繰り返し盛り込

まれている 

SEOに成功したabstractの例 － ここが注目ポイント 

Wiley Online Libraryの Author Services ページでは、さらに詳しいSEOのコツや具体例をご紹介しています。 

http://authorservices.wiley.com/bauthor/seo.asp 

掲載された論文を読者に知ってもらうために、ネットやSNSを活用しましょう 

論文が無事に採択されてジャーナルに掲載された後も、ちょっとした努力によって、潜在的な読者の目に

留まる機会を増やすことができます。最善の方法は、身近な研究者ネットワークを通じて、少しでも多くの

人に論文の存在を知ってもらうことです。また外部サイトから論文へのリンクが増えると、検索エンジンで

論文のページランクが上昇し、検索結果で上位にヒットするようになることが期待できます。 

自分の論文についての情報を潜在的な読者と共有するための代表的なツールとして、次のようなものが 

あります。状況に応じて、適切なものをお選び下さい。 

• LinkedIn 

• Facebook 

• Twitter 

• 自分が投稿できるブログやウェブサイト 

• 所属機関のリポジトリ 

• Mendeley 

• ResearchGate 

• 研究室のウェブサイト 

• 所属機関のホームページ 
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http://authorservices.wiley.com/bauthor/seo.asp
http://authorservices.wiley.com/

